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令和７年度第２回長野県発達障がい者支援対策協議会議事録 

 

日 時：令和８年２月５日（木）15:00～17:00 

方 法：オンライン 

 

１ 開会 

（大日向青少年指導主事） 

ただいまより、令和７年度第２回長野県発達障がい者支援対策協議会を開催いたします。 

私は本日の進行を務めさせていただきます、長野県県民文化部こども若者局次世代サポート課の大

日向と申します。どうぞよろしくお願いいたします。会議に先立ちまして、こども若者局長酒井和幸

よりご挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

（酒井こども若者局長） 

皆様こんにちは。長野県県民文化部こども若者局長の酒井でございます。 

本日は大変お忙しい中、令和７年度第２回長野県発達障がい者支援対策協議会にご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。年度当初に続きまして、多くの関係する皆様方とともに、本県の

発達障がい者支援について情報共有や意見交換ができますことを、ありがたく思っております。 

今年度の本協議会には、若い世代の委員や新たに就任されたニューロダイバーシティ推進員にも加

わっていただき、協議会の議論に多様性や厚みが生まれているところでございます。異なる立場や経

験を持つ皆様の率直なご意見が、取組の推進において大きな力となっているところであり、皆様に感

謝を申し上げたいと思っております。 

長野県発達障がい情報・支援センターは開所から３年目を迎え、相談支援、情報発信、人材育成な

どの取組が着実に進んでおります。 

また、これまでの成果と課題を踏まえ、今年度からの３年間を見据えた方向性についての議論も進

んでいるところでございます。 

今後とも、現場の声や蓄積された知見を生かし、協議会での議論も踏まえながら取組を推進してい

ければと考えております。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

次に、こども若者局全体の課題について少し触れさせていただきます。 

発達障がいのほか、虐待、不登校、ひきこもりなどの課題は、データ面から見ましても大変厳しい

状況が続いております。経済的な事情のほか、家庭や地域の教育力の低下等も要因かと思いますが、

子どもや子育て家庭をめぐる様々な困難について、予防や早期発見・早期支援の視点を含め、困難の

区分や領域を超えた関係者間の連携を一層深める中で取組を進めていくことが大切ではないかと、最

近特に考えているところでございます。 

本日の協議会は、今年度の取組を振り返り、来年度に向けた課題と方向性を整理する重要な機会と

捉えております。発達障がいのある方とご家族が地域で安心して暮らし、学び、働ける社会の実現に

向けまして、ぜひ忌憚のないご意見をいただければと思います。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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（大日向青少年指導主事） 

それでは、配付資料の確認をいたします。 

本日の資料は２回に分けて送付しております。まず、１月 30 日（金） に先行して、普及啓発部会

の別冊「発達障がい者サポーター養成講座テキスト等」を送付しております。また、昨日、次第・部

会の活動報告書等をお送りしております。資料はお手元に届いておりますでしょうか。不備等があり

ましたら、お手数ですが事務局までお知らせください。資料については画面共有も行います。 

 本日の日程ですが、次第のとおり進行し、会議の終了は 17 時を予定しております。できるだけスム

ーズに終えられるよう、ご協力をお願いいたします。会議中は、ご発言時のみマイクをオンにしてい

ただきますようお願いいたします。 

 

 続いて、出席確認を行います。 

本日、田中委員につきましては、中座する旨の連絡をいただいております。また、柳澤委員はまだ

ご入室されておりませんが、欠席のご連絡はいただいておりませんので、遅れて参加されると思いま

す。 

本日の出席者数は、委員 16 名中、現時点で 15 名となっております。長野県附属機関条例第６条第

２項により、会議の成立には委員の過半数が必要であり、これを満たしておりますことをご報告いた

します。本協議会は公開で行いますので、あらかじめご承知おきください。 

それでは、これからの協議の進行は本田会長にお願いいたします。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

３ 会議事項 

（本田会長） 

 本田でございます。よろしくお願いいたします。 

毎年この時期になりますと、本当に１年が経つのが早いと痛感いたします。それぞれの部会で、非

常に建設的な議論が行われていることも伺っておりますので、今日は、この１年のご報告を伺うこと

を大変楽しみにしております。 

第２回目となる今回は、本年度の各部会の活動状況を確認し、今後について意見交換をする場とな

っております。また、来年度の本協議会の体制についての確認や、長野県発達障がい情報・支援セン

ターの実績報告も予定しております。 

皆様には、積極的なご発言をお願いしたいと思います。それでは、次第に従いまして協議を進めて

まいります。 

 まず、１つ目の議題ですが、協議事項１「各部会の活動報告および来年度の取組について」です。

連携・支援部会、自立・就業部会、普及啓発部会、診療体制部会の順に、部会長からご説明をお願い

いたします。なお、それぞれの部会の発表の後に、質問や意見交換の時間を設けます。各部会 20分間

を目安に進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

それではまず、連携・支援部会から、高橋部会長よりご説明をお願いいたします。 
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（１） 協議事項 

① 連携・支援部会 

（高橋連携・支援部会長） 

 連携・支援部会長の高橋です。よろしくお願いいたします。 

それでは、今年度の取組の報告から始めたいと思います。資料ご覧ください。 

今年度の取組は大きく２つありまして、１つはリーフレットに関わる議論となっておりますけれど

も、これまでもずっと継続して話している、読み書きに困難がある学習障がいのあるお子さんへの支

援の流れ、それから高校入試における合理的配慮申請に向けての流れ、それをまとめたリーフレット

について、その普及状況、また課題などを話し合ったところです。 

利用状況につきましては、教育委員会や関係の方でいろんな場面でご周知いただいているというこ

ともありまして、実際に活用されている例なども伺っているところではあります。ただ一方で、課題

といたしましては、まだまだ知らない方というのは当然いるわけで、リーフレット自体を知らないと

いうことであっても、合理的配慮や子どもたちに必要な支援についての周知が十分であればいいわけ

ですけれども、必ずしもそうではないだろうというところで、引き続き対応が必要であろうという意

見が出たところです。とりわけ高校年代が課題ではないかといったようなことも話題に出ています。 

もう１つの取組ですが、アセスメントから支援のスムーズな実施に関わる議論となっております。 

こちらは昨年度になりますけれども、県内で発達障がい児者支援に関わるアセスメント・検査等が受

けられる状況がどうなっているかということについて、圏域ごとに調査を行いました。年度末の調査

でした。その調査結果について、部会の中で時間をかけて検討することができておりませんでしたの

で、今年度の部会において、調査結果について詳細に意見交換をしたところです。 

その中で出てきた課題というのは、実際に検査がなかなか受けられないということに加えて、検査

を受けたとしても、それがうまく活用されていないのではないかといった意見が出ました。理由の１

つとしては、本当に検査が必要な方に優先的に検査を受けてもらうといったところが十分に整理され

ていない。ちょっと何か困ったことがあったら、「検査でも受けてきて。」といった形では、どんなに

リソースがあっても足りないわけで、そういった課題があるということ。また、検査結果について、

せっかく時間をかけて検査をしたとしても、それを踏まえた支援につながる部分が十分ではないので

はないかということで、誰がそういった司令塔といいますか、交通整理役を担えるのかというところ

も課題として挙げられたところです。そういったことを踏まえまして、いくつかアイディアが出てき

たのが、検査の目的や使い分けを資料として一覧できるようなものを作ってはどうかということ。圏

域の中でも、比較的検査体制が整っていて、検査から支援への流れがうまくいっている例があるの

で、そういった好事例をもとにしたモデルのようなものを提供してはどうかといった意見も出まし

た。また、診療体制部会との合同部会も引き続き開催し、この検査体制、検査から診断といったとこ

ろは医療とも関わる部分ですので、一緒に意見交換を行ったところです。そういった議論も踏まえま

して、来年度以降の取組については、３番の（１）（２）でまとめてあります。 

まず、合理的配慮に関する理解促進ですけれども、特に高校入試の部分の課題というのは毎年のよ

うに課題として挙がりながらも、なかなか具体的に対応ができていないところです。ですので、引き

続き同様の課題にはなってしまうんですが、何か一歩踏み出してできないかといったことを取り組め

ればと考えております。また、高校年代の方への支援について、これは他の部会でも話題になるとこ
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ろではありますけれども、教員研修のような形で何かできないか。研修等を行うのであれば、発達障

がい情報・支援センターとの連携ということになりますので、相談しながら進められればと思ってお

ります。 

もう１つ、アセスメントの調査結果を踏まえたアセスメントから支援への流れというところでは、

事例集としてモデルを示していきたいということ。また「人材が足りない」と言っていますけれど

も、実際にどの程度あれば十分と言えるのか、そういったことは何らかのエビデンスが必要だろうと

いうことで、調査ができないかということを検討していきたいと考えております。 

それらも踏まえつつ、人材育成というところに関しては、他職種連携による事例検討会の開催。こ

れは事例検討といっても、特に検査結果の読み取りでしょうか、それを踏まえてどのように支援につ

なげていくか、そういったところを中心とした事例検討会を、発達障がい情報・支援センターとも連

携しながら進めていきたいと考えております。 

連携・支援部会からの報告は以上になります。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございました。今の説明についてご質問やご意見がありましたら、挙手またはリアクシ

ョンボタンで反応していただければと思います。連携・支援部会の皆様にご意見を伺いたいと思いま

すが、守屋委員いかがでしょうか。何か補足やご意見等ありましたらお願いします。 

 

（守屋委員） 

 部会でも話題になりましたが、検査しても、その後の支援の方がなかなか進まないという話が出て

いて、そこがスムーズにいけるといいなということを思っています。それと今、ちょうどシーズンな

ので、高校入試の合理的配慮については、リーフレットを見ながら進めているところではあります

が、いろんな解釈があって、難しいということを肌感として持っています。以上です。 

 

（本田会長） 

 小林千里委員、いかがでしょうか。 

 

（小林千里委員） 

 私も、アセスメントをしてもらって結果の報告を受ける側、学校で受ける側ですけれど、やはり自

分が一緒に聞いていると、どういう風にするかとか、つないだりするとかは、なんとなくやりやすく

もありますが、検査をうまく教育の現場につないでいくというところでつまずいているところが多い

と現場でも感じているところです。困っていることと検査の内容、それで合っているのか、という場

合も結構多いと感じているので、来年度以降の課題というところで、「どんなアセスメントでどんなこ

とが分かる。」みたいなところを、一覧にしていくという話も出ていますが、そういったつなぎの部分

を助けてくれるところは、すごく大事だと感じております。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。 

小林美由紀委員、いかがでしょうか。 
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（小林美由紀委員） 

部会の後にあったことで、お伝えさせていただければと思いますが、先生たちの研修の拡充という

ことで、特別支援教育コーディネーターの先生たちへの研修とか、会議がすごくあるという話を伺っ

ています。ただ、自閉症・情緒障害学級の担任が皆さん同じように理解してくださっているかという

と、実際には難しいと思います。予定変更が苦手な子ばかりいるクラスなのに、月曜日、学校に行っ

たら、「急に水・木と外出します。」みたいなことになると、やはりみんな「学校に行かれない。」とい

うことになって、「月曜日の夜から眠れませんでした。」みたいな話が出てきたりするので、できたら

一度に全部ではなくていいんですけど、自閉症・情緒障害学級の担任に分かってもらえるといいと思

います。実際に困っていることは学校で起きていて、先生たちも困ることがあるので、そこでやって

もらえるといいなと思います。 

もう１つ。ここで言うことかわからないですが、「学校作業療法室」というのを他県で導入している

ところがあって、そういうことを駒ヶ根市が検討すると聞きました。今、岐阜県の飛騨市でやってい

ますが、こういうことも学校の中にあるといいのかなと思っています。以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。 

 今、各委員からご発言いただきましたけれども、これを受けて他の皆様からご意見あればと思いま

すがいかがでしょうか。今、どの委員からも、アセスメントのところがある程度できるように進んで

きたというところが評価できる。一方で、それを学校現場にどう活用していくのかというあたりが課

題だという意見がありましたけれども、このあたり学校に関わってらっしゃる方、あるいは、発達障

がいサポート・マネージャーの方でも結構ですがもし何かご意見等ありましたらお願いします。 

 あるいは、リーフレット等の周知がまだ十分じゃないところがあるという話もありましたけれど

も。リーフレット等は毎年何らかの形で周知をするような流れができてはいるっていうことでしょう

か。そのあたりを教えていただける方がおられればお願いします。 

 

（茅野協力部会員） 

 リーフレットの話題の前のところで挙手をしたので、話が少しずれるかもしれません。 

義務教育段階については、私の圏域でも、やはり特別支援教育コーディネーターの先生がご理解い

ただいているというのはよく聞きますが、そばにいるはずの特別支援学級の担任、あるいは管理職、

そういうところとの温度差がなかなか縮まらないと感じています。私も十数年関わってきています

が、なぜこれが浸透していかないのかと悶々とした思いです。 

もう１つは高校ですが、不適切な表現になってしまうかもしれませんが、私の圏域の高校を見る

と、数年前は非常に理解が進んでいたかと思います。しかし、管理職が変わると、ガラッと変わって

いってしまいます。その場合、やはり特別支援教育コーディネーターの先生１人ではどうにもならな

いです。孤立させてしまうような状況がまだあるのではないかということを感じます。以上です。 

 

（本田会長） 

 はい。ありがとうございました。 



6 

 

なかなか県で作っているものが、各市町村の各学校にまで十分に浸透するのは難しいですけれど

も、この件に関しても、まだまだ課題があるということがわかりました。ありがとうございます。 

武居さん、お願いします。 

 

（武居協力部会員） 

 検査から支援につなぐ、ということがよく言われますが、日々多くの検査依頼を受け、検査の実

施、分析、報告、そして支援への助言までは丁寧に行っているものの、実際にはその結果がスムーズ

に具体的な支援へ結びついていないという課題を強く感じています。 

その背景には、いくつかのネックがあると考えています。 

まず一つは、現場における「検査そのものの捉え方」です。本当に検査が必要なのか、何のために

検査を行うのか、検査は診断のためなのか、それとも支援を具体化するためのアセスメントなのか。

こうした基本的な位置づけが、十分に共有されていない場面が少なくありません。この認識が揃って

いないままでは、検査は形式的なものになってしまい、支援設計に活かされにくくなります。 

次に、検査結果の「通訳」の部分です。検査はどうしても専門的になりますので、その分析結果

を、教職員や支援者、そして保護者や本人にとって分かりやすい形でどう伝えるかが非常に重要で

す。ここが十分でないと、報告はなされても具体的な支援のイメージに落ちず、現場での実践につな

がらないまま終わってしまうことがあります。 

さらに重要なのは、受け手側の「検査の活用の仕方」です。検査結果を授業づくりや学級経営、家

庭での関わりにどう活かすのかという視点が十分でないと、どれだけ精度の高い検査であっても、実

際の支援には結びつきません。検査を「受ける」だけでなく、「使う」力をどう高めるかが、今後の大

きな課題だと感じています。 

子どもの支援においてアセスメントの重要性は広く言われていますが、その意義が現場全体に十分

浸透しているとは言い難い状況もあります。検査実施者の力量向上ももちろん大切ですが、それと同

時に、現場における検査の意味や価値の共有、そして活用力の向上を、協議会として体系的に取り組

んでいく必要があるのではないかと常々思っております。以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございました。 

高橋部会長、今のご意見に関して、今後、連携・支援部会で、議論ができそうなことはありますで

しょうか。 

 

（高橋連携・支援部会長） 

 はい、ありがとうございます。 

部会では、来年度以降というところでは、専門家というか、検査の実施者、そういったあたりの対

応・研修などを考えていたわけですけれども、お話を伺うと、専門家にならないとしても、関係者が

広く、概要の部分といいますかね、ベーシックな部分は理解することが必要なのかなという印象も受

けました。 

また、茅野さんから出ました「管理職が変わる」みたいなお話がありましたが、全ての教員、教職

員に対してということと同時に、やはり管理職ですね。管理職の方々も、いろんな問題が山積みで大
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変だというのは理解できますけれども、個別のニーズのある子どもたちへの対応とか、そういったこ

とについてもご理解をいただき、そして、特に体制づくりといいますか、いろんなスタッフ・教職員

が働きやすい体制をどうやったらつくっていけるのかというところを、管理職研修の中に入れていた

だけるといいのかなということは感じました。 

ただ、そういったことになると、この部会でというよりは、やはり教育委員会としてということに

なるのかなとは思いますけれども、そういったところも教育委員会と話をしながら、少しでも連携で

きるといいなと思いました。感想みたいになりますが、以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。教育委員会の方でどなたか、今の件に関して何か発言いただけるとありが

たいですけれども、どなたかおられますでしょうか。 

 

（特別支援教育課：高坂主任指導主事） 

 特別支援教育課の高坂です。お世話になっております。 

高校年代の生徒に対してというところでご意見をいただき本当にありがとうございます。２点あり

ます。 

まず１点目ですが、入試における合理的配慮のリーフレットについてですけれど、高校の校長会の

特別支援教育の専門委員会から、毎年、中学校にはきちんと周知するということで使わせていただい

ております。来年度も同じように周知することになると思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、今年度、高校の教員向けの特別支援教育のリーフレットを作成し、それをすべての高校の先

生方に周知するということをやっております。 

来年度以降も、きちんと進めながら、研修の方も含めてやっていきたいと思います。また、校長先

生や教頭先生においても、同じような形で周知していきたいと思いますので、今後もよろしくお願い

いたします。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。いろいろご意見をいただきましてありがとうございました。 

次に移ります。自立・就業部会、宮尾部会長ご説明をお願いいたします。 

 

② 自立・就業部会 

（宮尾自立・就業部会長） 

 よろしくお願いいたします。自立・就業部会、部会長の宮尾からご報告いたします。 

年度当初、４回の部会開催を予定しておりましたが、部会運営上の判断から、合計３回の議論とな

りました。部会構成員各位のご協力で、今日のご報告に至るまで活発に議論いただけましたことを感

謝いたします。それでは、今共有いただいている報告書を、まず私から音読させていただきまして、

報告とさせていただきます。 

今年度の取組の１つ目は、コミュニケーションシートに関わる議論で、発達障がいサポート・マネ

ージャーによる試行を実施しました。令和６年度に作成したコミュニケーションシートの今後の活用
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の検討材料とするため、発達障がいサポート・マネージャーに対して、事業所でのシートの活用につ

いて依頼をし、その後、活用状況に関わるアンケート調査を実施しました。以下は、アンケートに寄

せられた、主な意見です。 

本人の整理に役立ったり、支援者との関係性がより深まったりすることが期待できる。スクールカ

ウンセラーの所見、アセスメントのきっかけ作りなど、教育や福祉の現場での活用がある。直接的な

個人支援をせず、支援者支援の立場である発達障がいサポート・マネージャーは、活用場面が少な

く、直接支援をする相談員などへの周知が必要ではないか。内容が学齢期の児童生徒向けの記述とな

っているため、卒業後の若者に対しては、過去の経験や思い等を踏まえた文章表現が必要ではない

か。 

コミュニケーションシートに係る議論につきましては、昨年度からの継続議論となりましたが、こ

の後お話します次年度に向けての展望の中で、このシートをいかに肉付けしていくかということもご

説明いたします。 

今年度の取組の２つ目は、部会の方向性に関わる議論で、事例検討を実施しました。今後の部会テ

ーマの検討材料とするため、大学卒業後に就職し、うまくいかなかった事例について検討し、その後

どのような支援ができるかについて意見交換を行いました。 

事例検討で出された主な意見は、自分を知る機会と、「それでいいんだよ」という視点をくれる人と

出会える機会が大事。障がいの早期支援というと、よく学校入学前を指すが、人によっては思春期以

降から発達特性が目立つケースが散見される。就職すれば福祉につながるが、もう少し早い年代のう

ちにできるやり方があればいい。フィードバックを受け、特性を知って出るか、知らないで出るかで

違いが大変大きい。 

このようなご意見を、事例検討を経ていただいたところです。 

２の今後の方向性についてです。事例検討を通して、思春期支援の重要性や課題について共通認識

が得られたため、思春期年代につまずかせないことが、ひいては自立や就業につながる。今後の部会

の柱として議論を進める。そして、思春期年代につまずかせないためには、本人の自己理解と、困難

ケースに陥る前段階から、教員が外部の支援者へ気軽に相談する意識作りが重要であることから、こ

れに資する媒体としてコミュニケーションシートと一体化した 教員向け・思春期支援ガイドブックを

作成する。これは、先ほどの高橋先生の部会のお話とも関わる部分かと思います。 

３の来年度取り組むべきことです。思春期支援ガイドブックの具体化に向け、媒体の波及方法やス

ケジュール感などの手続き面について、コミュニケーションシートのブラッシュアップ、コミュニケ

ーションシートを活用するためのガイドライン、教員の理解向上のための媒体の作成、早期相談やチ

ーム支援などについて、議論を進めます。部会員の皆様、協力部会員の皆様から補足をいただければ

ありがたく存じます。よろしくお願いいたします。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。先に部会員の皆様からのご意見を伺いたいと思います。まずは田中委員、

お願いいたします。 

 

（田中委員） 

 コミュニケーションシートの部分を少し議論してきましたが、実際に使っていただくことで、「きっ
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かけ作り」という意味では効果があると感じています。また今後についても、こういった議論を進め

ながら、より高校生年代のお子さんに、何か接点ができてくるといいなと思っています。 

最近、高校の方ともお話する機会がありますが、やはり、障がいがあるんだろうなって思うんだけ

れども、自分の中で、ご家族・ご本人に、なかなかそういう気づきが少ないという方がいらっしゃる

ものですから、何か「ちょっとしたきっかけづくり」というのは、こういった取組の中で進んでいけ

ればいいなと思っています。以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。佐々木委員、お願いいたします。 

 

（佐々木委員） 

 コミュニケーションシートとか、思春期の支援とか、いろんな話が出て、やはり、自己理解も大事

だし、それを先生とかに分かってもらうことも両方大事だよねっていう中で、先ほどリーフレットの

話も出てましたけれども、学校の先生方にご理解いただくのって大変だけどすごく大事だと思いま

す。家庭も地域も本人も、まず知ること、共通認識を持つことが大事だよねと。その上で、先ほどの

アセスメントはどれぐらい必要性があるかとか、具体的な支援をどんな風に、みたいなところをやっ

ていけるといいな、スタート時点のところが、より整えられるといいな、という議論だったと思いま

す。 

先ほど部会長から思春期支援ガイドブックの話も出していただきましたし、リーフレットの話も出

ていたと思いますけども、そういうものが、何かうまく統合なのか、役割分担なのか、分からないん

ですけれども、このあたりが、上手に繋げられるといいかなと思います。以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。影沢委員、お願いいたします。 

 

（影沢委員） 

 たまたまなんですけど、この部会で事例を出させていただいた方が、先週の金曜日に「ちょっと仕

事で行き詰まりました。」ということで相談に来ました。夕方、会社帰りに事業所に来ましたが、まさ

に、「自分を知る機会」と「それでいいんだよという視点をくれる人」に会える機会が、今、つくれて

います。仕事でミスをしたことを引きずっていた感じで、対処法がないと言っていました。いろいろ

リフレーミングをしてあげて、本人が切り替えられたということがありましたので、引き続きこうい

うことをやっていきたいなと思いました。 

あと、早期発見についてですけど、40代の男性の方の事例で、薬物療法で入院している方ですけ

ど、退院後の行き先として、うちの事業所ということで相談がありました。お母様と１対１で話す機

会があって、「下の子は何ともなかったんだけど、長男が発達障がいじゃないかとわかった。なんとな

く気づいていたんだけど、ここまで来て、そういうことになってしまった。」ということをおっしゃっ

ていました。時代背景が違うので難しいとは思うんですけど、やはり早く知って手立てをすれば防げ

たんじゃないかなと思う事例があったので、共有させていただきました。 

それと、コミュニケーションシート。４月から２人、事業所を利用したいということで、相談に来
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られるときのアセスメントで使ったら、コミュニケーションがうまくいくので有効に使っています。

以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。他の委員の方々は何かご発言ご意見、ご質問おありでしょうか。 

 柳澤委員、お願いします。 

 

（柳澤委員） 

コミュニケーションシートですが、親の会でも使いたいと思ったんですが、誰か専門家がいないと

使えないのでしょうか。 

 

（宮尾自立・就業部会長） 

 ご質問ありがとうございます。 

実はこの件については、昨年度の本会でもいろいろ議論をしていただいて、やはり今おっしゃった

ように、「どなたにでもすぐに使っていただいていいのか。」というところでは、正しい伝え方、正し

い活用の仕方はとても大事になってくるものです。ガイダンスみたいなもの、このように使っていた

だきたい、というようなきちんとしたマニュアルのようなものを一緒にご提示する必要と責任がある

だろうということで、そういったものを肉付けしていくという過程におります。 

１つのパッケージとして「このように使ってください。」というものの仕様がまだまとまっておりま

せんので、ご期待いただいてありがたいとは思うんですが、そのあたりもきちんと責任を持って議論

を重ねていきたいと考えております。 

 

（柳澤委員） 

ありがとうございます。 

 

（本田会長） 

岸田協力部会員、お願いします。 

 

（岸田協力部会員） 

 コミュニケーションシートと、今年度出てきた思春期支援ガイドブックですけれども、やはり議論

を重ねてきたのは、根底として、自己理解とか障がい受容っていうのは、ネガティブな文脈の中で、

「自分の欠点を知って、こうするべきだ。」みたいな使い方されると、そもそもの議論と違ってきてし

まうということです。先ほどもありましたように、「そのままでいいんだよ。」ということだとか、強

みを知ってもらうとか、自信をつけていくという方向で使っていくという、共通理解のもとでまとめ

ていくべきものなのかなと思っています。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。どうしてもネガティブな自己理解に向きがちなところを、そうではないも

っとニュートラルな自己理解になるように形成するというところが、使い方のポイントだというご意
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見ですね。ありがとうございます。私の方から１つよろしいでしょうか。 

今日伺った話の中で思春期支援ガイドブックという話題が出てきましたけれども、想定される対象

年齢はどれぐらいを考えておられますか。 

 

（宮尾自立・就業部会長） 

 ありがとうございます。実は「何歳から何歳まで」という形ではっきりとご返事ができるほど、ま

だ議論が熟しておりませんが、先ほどの影沢委員のお話にもありましたように、お一人おひとり、ラ

イフステージで、何かしらの転機のようなイベントというか出来事が発生して、気づいたり、傷つい

たり、つまずいたりということが起きてしまうタイミングが違うかと思います。なので、なかなか

「何歳から何歳まで。」とターゲットを絞ることにも困難さが伴うかとは思うのですが、数年ぐらいの

幅は必要ではないかと思っています。 

そもそも自立・就業部会の議論のテーマは、１つ１つのテーマについて、「ターゲットはどのぐらい

か」ということを、その都度確認をしながら議論を重ねておりますので、今この会議の場で、部会長

の立場から「何歳から何歳までです」と明言してしまうことは避けたいと思います。 

いずれにしても、「スペクトラム」というように、いろんなグラデーションの中での傷つきや気づき

がある現状に対して、どうやって少しずつツールとして絞り込んだものが作れるか、ということは大

事なテーマだと思いますので、今のご指摘を活かしながら議論を重ねていきたいと思います。曖昧な

お返事になってしまいすみません。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。就業という言葉が入ってる部会なので、例えば、「思春期・青年期支援ガイ

ドブック」というタイトルだと、高校生から 20歳前後ぐらいも含めて考えられると思うんですよね。

思春期だとちょっと狭く捉える人だと、本当に中学生年代ぐらいに絞られてしまう可能性があるの

で。もし差し支えなければ青年期という言葉も入れていただくと、イメージの幅が広くなるのでやり

やすいかもしれないなと思いました。 

 

（宮尾自立・就業部会長） 

ご指摘ありがとうございます。また、しっかり議論に活かしていきたいと思います。 

 

（本田会長） 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

 今回、大学卒業後に就職したらうまくいかなかった事例の検討から進められたというのが、面白い

取組だなと思いながら聞いておりました。実は成人の精神科の領域でも、比較的大きな問題はなく大

学までは卒業したんだけれども、その後、就職してからつまずいて、結果として発達特性があった人

だということが判明するという事例は時々ありますので、非常に興味深いなと思いながら聞いており

ました。実際、就労支援の場ですとこういうケースは結構経験されるんですか。 

 

（影沢委員） 

ありますけど、最近になってやはり発達障がいの周知がされてきたのか、診断時期が早まったの
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か、減ってきているというか、数的には変わらないんでしょうけど、割合としては、今、高校年代の

方が多いという印象はあります。ただ、大人になって仕事を始めてから、ちょっと何か違うなって感

じて来所される方は一定数います。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。近年、障がい支援の領域で一番テーマになっている意思決定支援に繋がる

道筋として、特に発達障がいの方の場合にはご自分で自己理解をされるというのは非常に重要な要素

だと思いますし、そのあたりに注目されたコミュニケーションシートや、支援ガイドブックを検討さ

れているというのは非常に興味深い取組だと思います。ありがとうございます。 

他に無いようでしたら次に進みたいと思います。普及啓発部会の新保部会長、お願いいたします。 

 

③ 普及啓発部会 

（新保普及啓発部会長） 

 普及啓発部会の報告をさせていただきます。よろしくお願いします。テキストの方も説明させてい

ただきたいので用意していただき、両方見ていただきたいと思っています。 

今年度の取組は、１の（１）～（３）の項目がありました。メインは発達障がいサポーター養成講

座です。時代に合わせなきゃいけないということで、久しぶりに大幅な全面見直しをしましたので、

ここがメインになりました。ハイブリッドの部会で、予備の日程も使って議論しました。1ページずつ

一言一句、読み合わせもしたので、かなりのボリュームでした。部会の皆さん、本当にありがとうご

ざいました。後ほど、詳しく説明します。 

（２）ペアレント・メンターをどうするかということで、来年度本格的な動きになると思います

が、その打合せもさせていただきました。 

（３）発達障害啓発週間についてもアイディアを出し合いました。ここに記載したものの他にもい

ろいろ出ましたが、例えば、松本市内の高校の書道部なんかは全国大会にも出ているので、書道パフ

ォーマンスなんかいいかなと思いますし、作品展なんていうのもありました。青いカードに短いメッ

セージを書いていただいたこともあります。それを読んでいただくと、なかなか面白いメッセージが

あります。とてもいい啓発になるのではないかと思います。 

本田先生と高校生の対談も面白かったですね。ポスターについては、松本市はなんぷくプラザにも

ずっと貼ってあって。「これは何だろう。」と質問してくださる方もいるので、啓発が進んできたのか

なと思っています。 

 それでは、発達障がいサポーター養成講座の改訂について説明します。長野県の特徴ですが、テキ

ストとシナリオがあります。今回のイメージとしては、「シン・◯◯」、シン・ゴジラとかのイメージ

です。「シン・サポーター養成講座」じゃないかなと思っています。今までのものを活かしながら、今

の時代に合ったものにブラッシュアップしました。１番大きな点は、45分バージョンと 90 分バージョ

ンを一緒にしたところです。90 分のいいところを残しながら、要点を圧縮し、時間的には１時間くら

いになりました。少しボリュームが増え、新しいことも追加しました。 

表紙ですが、まずお分かりのとおり、「アルクマ」を掲載し、長野県の色を出しました。アルクマ結 

バッジもそうですが、これを付けているだけで、「これ何ですか。」と聞かれます。「発達障がいの啓発
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ですよ。」と伝えると、「そうなんですか。」という反応がある。ちょっとしたことですけど、表紙が変

わることもいいなと思っています。 

１〜６ページの特徴ですが、具体例、対応、視覚支援ボード、二次元コード、ドロップスなども入

れました。大人向けの予定表も追加しました。子どもバージョンだけでは足りないという意見を受け

て、今回大人用の予定表ＤとＥも作りました。会社でも、本人だけじゃなく周りの社員の理解が進む

ということで好評いただいております。予定表の大切さを改めて感じました。 

 15 ページ、「権利を守る合理的配慮」も１ページ追加しました。ここは本当に読んでほしい部分で

す。 

16 ページ、「災害時について」の災害時のお助けシートは、折りたためばポケットに入るサイズで、 

二次元コードでダウンロードもできます。個人的にも普及したいと思っています。 

 19 ページは、重複障がいの話で、21ページは修了証です。 

「といろ」の紹介のところにも二次元コードを貼りました。動画ライブラリーも本当に充実してき

ていて、長野県が誇れるライブラリーだと思っています。 

 シナリオの改訂も本当に大変で、部会員、関係者、サポーター、ベテラン講師の方にもご協力いた

だき、「てにをは」も含めて日本語の難しさを痛感しながら、皆さんの思いを込めて作りました。ぜひ

活用していただければと思います。来年度は、この講座の広報も進めていきたいと思います。 

事務局からも連絡があります。事務局お願いします。 

 

（事務局） 

事務局よりお伝えします。今、新保部会長より説明いただいたテキストのシナリオですけれども、

一部修正が必要な箇所が見つかりました。内容が大きく変わるものではございませんので、事務局の

方で修正して後日メール等で共有させていただければと思います。ご了承ください。よろしくお願い

します。以上です。 

 

（新保普及啓発部会長） 

 ありがとうございます。これは何回やっても修正が出てきますね。テキスト・シナリオの宿命かな

と思います。この修正を４・５回やりました。事務局の駒村さんも含めて、宮内副センター長にもか

なりご尽力いただいて、この形になっており、改めて御礼申し上げます。また部会員・協力部会員さ

ん、本当にありがとうございました。形にするまでというのは、とても大変な 1年だったと思います

けど、皆さんの協力があって良かったと思います。改めて御礼申し上げます。ありがとうございまし

た。 

 続いて、２番の今後の方向性についてです。来年度は、ペアレント・メンターをどうするか。10数

年前からずいぶん変わってきたので、このあたりを改めて整理整頓していくということになります。

あと普及啓発の１番のポイントは、当事者含めて関係者の皆さんの生活が、より生き生きと輝くよう

に、過ごしやすくするための啓発活動かなと思いますので、どのような対象に、どのようにして、よ

り効果的にしていくか。皆さんからのご意見いただきながら工夫してきたいと思います。「終わりのな

い旅」みたいに感じるところもありますけれども、皆さんと実行していきたいと思います。ご協力お

願いします。 

 ３の令和８年度の取組です。 
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１番は、ペアレント・メンターのシステムの見直しということで、親の会自体がかなり縮小した

り、SNS を含めた交流会などの運営方法も違ってきていたり、硬直性とか継続性とか、オープンにして

いるのか、ということも踏まえて、再構築ということで、話し合いを進めながら結論を出していきた

いと思います。制度自体にかなり大きく反映してくると思います。要綱も変わってくるだろうと思い

ます。 

あともう１つ、ご紹介したシン・発達障がい者サポーター養成講座ですけど、皆さんにやっていた

だきたいので、普及含めて、皆さんご協力いただきながら、県民の皆さんにぜひ普及啓発を図りたい

なと思っていますので、そこも力を入れていきたいと思います。 

 また、引き続き、４月２日〜８日。これは、毎年分かっていることなので、やりようによっては、

ちゃんと予算を取る必要もあるかなと思っています。ネガティブではなく、ウェルカムな形で捉えて

いただけるような啓発ができたらいいかなと思っています。 

 あと一般的な啓発もどういうところにケアしていくのかも考えていきたいと思います。皆さんにも

ご協力いただくことがあるかもしれませんけど、よろしくお願いします。改めて、本当にサポーター

養成講座について、皆さんのご協力ありがとうございました。発表を終わります。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございました。では、何か補足の発言ありますでしょうか。 

そうしましたら、鋤柄委員、お願いいたします。 

 

（鋤柄委員） 

 発達障がい者サポーター養成講座のテキストとシナリオ、よく考えた１年だったと思います。皆さ

んが本当に細かく、「今の時代に合ったものを作った方がいい。」という意見を出してくださって、皆

さんのお気づきに、私も本当に刺激を受けた１年だったなと思います。これが「もう使えるよ」とい

う段階になったら、ぜひ私はこれを使って一度しゃべりたい、本当、そのくらいのものができたなと

思っています。今まで伝えられてこなかった、例えば民生委員さんとか、そういう人たちにも分かっ

ていただけるようなものができたと思っているので、ぜひ活用していただけるよう、宣伝もしていき

たいと思っています。本当に皆さんと意見を交わして楽しい１年でした。ありがとうございました。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。柳澤委員、お願いいたします。 

 

（柳澤委員） 

 はい。先ほど皆さんがおっしゃられたみたいに、よいサポーター養成講座のテキストができたので

はないかなと思っています。それと、サポーターになりたい人ばっかりの養成講座ではなくて、でき

たら義務化していっていただけると、いろんなところで「必ず受けるんだよ。」となっていただける

と、ありがたいと思います。以上です。 

 

（本田会長） 

もしよろしければ、どのあたりの人たちにぜひ聞いてもらいたいと思われますか。 
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（柳澤委員） 

例えば、警察、病院、学校でもやはり先生によっていろんな方がいらっしゃるので、まとめてサポ

ーターになってくださいねっていう講座ですっていうことで受けていただけるとありがたいなと思っ

ています。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。確かに警察や学校は、十分な理解者じゃなくてもサポーターにはなってい

ただけるといいかなとは思いますので、またそのあたりはぜひ部会の方で検討していただければと思

います。いずれにしましても、ずいぶん時間をかけて検討されたと思いますし、本当に労作が出来上

がったと思いますので、今後、活用できるようにしていければと思います。ありがとうございます。

他に何かご意見やご質問等ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

では次に、診療体制部会に進みたいと思います。稲葉部会長、お願いいたします。 

 

④ 診療体制部会 

（稲葉診療体制部会長） 

 それでは、お手元の資料に沿って、まず私の方からご説明させていただきます。 

今年度の取組、最初の３つは毎年ほぼ恒例で維持・継続しているところでございます。その後の２

点は、特に重点的にやってきたところで、それぞれご説明したいと思いますが、１番目、発達障がい

診療地域連絡会は、各圏域で、それぞれ主に医療を中心に、そして教育や福祉との連携も、最近では

かなりテーマがあって、医療従事者以外の参加もいただいているところですが、今年度も現時点で９

圏域において 11 回ということで、既に開催されています。それぞれ圏域の状況に合った、本当に個性

的なテーマが毎年選ばれています。講演・講義形式であったり、グループワークや事例検討形式であ

ったりしながら、いわゆる地域での連携・連絡のスタイルというのが、これをきっかけに、かなり深

まっているんじゃないかなと思っているところです。また、圏域を越えた参加も呼びかけるようにし

ていて、メール周知をして情報共有をしているところです。 

 ２番、発達障がいかかりつけ医研修です。これは、「発達障がいに理解を深める医療者を広げる。」、

ということでやってきているところです。これも平成 27 年度から進めてきて、もうかれこれ 10 回を

超えています。今年度は９月 21 日にオンライン開催して、108 名の方にご参加いただきました。毎年

ご参加いただいている歯科医会や小児科医会、そして精神科の先生に加えて、今回は学校医をテーマ

にしていることもあって、養護教諭の先生方にもたくさん入っていただきました。内容としては、資

料に書いてあるとおり、国の研修を含め、研修を信州大学の牧田先生にやっていただき、学校医につ

いてということで、部会員でもいらっしゃいます宮林先生にもお話しいただき、学校医についての理

解も非常に深まったんじゃないかと思っています。また、本田会長から、発達障がい情報・支援セン

ターについての情報提供もいただきました。来年度も同様の形式で進める計画をしているところで

す。 

 ３番目は、発達障がい診療人材育成事業です。これは本田先生のところでやっていただいているこ

とです。既に専門医・認定医合わせて 66 名ということで認定され、また今年度も複数名、今後認定さ
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れる予定ということで進めているところです。また、こちらでやっておられるオンラインの研修も、

多数ご視聴いただいていると聞いています。 

 ４番目、LDへの対応です。これは先ほど連携・支援部会で高橋部会長からもお話しいただいたとこ

ろと重なりますが、県内の検査の体制についての流れについて、改めて詳細に検討させていただきま

した。先ほどから話題になっている「検査の目的」「何のためにやるのか」「どんなふうに役立ててい

るのか」というところが、医療現場でもなかなか伝わりにくい状態もあるということが、部会の中で

も意見としてありました。先ほどから話題になっておりますように、いかに「交通整理役」という

方々をしっかりと配置していくかというところが、かなりポイントになるのではないかと思っていま

す。また、医療の現場と教育の現場をどうつないでいくか、情報共有が課題になっているのではない

かというような様々な意見が出ました。取組アイディアとしては、これ先ほども出ましたが、マッピ

ングすること、検査・支援がどうなっているのかというところを見える化すること。そしてまた、何

のために検査を行うか、ということで教育現場と協議をしていること。さらに、その心理的資源がど

の程度必要なのかという調査も必要ではないか、ということが話題になったところです。 

 ５番目は、移行期支援、トランジションといわれているところです。小児期に発達障がいと診断、

もしくはその疑いと言われた方々を、成人期の医療につなげていくのが大きな課題となっています。

なかなかうまくつながらずに狭間に落ちてしまう方、もしくは十分なメンタルヘルスケアがなされて

いない方がいます。医療の提供体制・ニーズと、成人期医療の提供状況、それから患者さん側のニー

ズ、それぞれにギャップがあって、そこをしっかり把握し、患者さん側にもそれを伝えていく作業が

大事だろうということが議論になり、今後の課題となっているところです。今年度は当部会にオブザ

ーバー参加として、成人期の精神医療の専門家である遠藤先生に入っていただいて、そちら側からの

意見もいただきながら議論してきたところです。 

今後の方向性については、今申し上げたところをそれぞれ継続しつつ、特にトランジション・移行

期支援、そして LDへの対応は引き続き連携・支援部会と合同で担っていく、ということでお話があり

ました。私の方からは以上ですが、補足ありましたらよろしくお願いします。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。今年度は、かかりつけ医研修でも講師を務めていただきましたけれども宮

林委員いかがでしょうか。何かご発言ありますでしょうか。 

 

（宮林委員） 

 連携というか、医療と教育の現場をつなぐものということで、医療の世界だと、妊婦さんの、産婦

人科とそれまで診ていたところの連絡帳みたいなシステムが松本圏域にはありました。今、インクル

ーシブセンターになりましたが、あるぷキッズさんでしたか。療育を受けている方の連絡帳で、私も

書かせていただいたことあります。かかりつけのところにかかった方たちが、一言ずつ書く連絡帳み

たいなものです。そういうツールがあるといいかなということを部会でもお話しさせていただきまし

た。 

あと、かかりつけ医研修会のときにお話しながらちょっと考えたことがあります。なかなか難しい

とは思いますが、学校医の先生をターゲットにした、あんまりきつくじゃなくてゆるく、「発達障がい

について知ってください。」みたいな、そういうイベントをやるというのも１ついいのかなと考えてい



17 

 

ました。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。先ほどの、サポーター講座のテキストなんか、案外こういうところでも使

えるかもしれませんね。今、名前があがりましたが、インクルーシブセンターの上條委員、いかがで

しょうか。 

 

（上條委員） 

 最近、年度が変わる時期というのもあってか、相談の現場では「検査をお願いしたい。」という相談

が、以前よりもさらに増えているような感覚があります。やはり、今年１年間この会議に出て思った

のは、検査をする人材というか、そういったところが不足しているんだなというところを、すごく感

じます。連携・支援部会のところでも少し出ていましたけれども、「うまくいった事例」とか、「活用

できた事例」というところに目を向けるのに合わせて、逆に検査をしてなくてもうまくいっているケ

ースもあって、そういうところにもまた目を向けていくことも大切なんじゃないかなと思いながら、

現場ではやっているところです。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。ちなみに先ほど、宮林委員からあった、あるぷキッズの時代に作られてい

た連携ツールは、今はどうなっていますか。 

 

（上條委員） 

 あるキッズ支援手帳という名前だったと思うんですけれども、今、松本市の方だと、昨年度から

「ふたばネットワーク」という電子連絡帳ということで、ネット上で、しっかりセキュリティが確保

されたところで連携ができないか、ということで導入しています。そういった関係で、あるぷキッズ

支援手帳は、ご希望がある方にお渡ししていますが、予算の関係もあって、新しくは発行せず、積極

的な周知はしていない状況です。ただ、電子連絡帳の方が、医療的ケアが必要なお子さんに使って、

どのように使えるか、という感じで数件やっている状況で、発達に課題のあるお子さんとかに広める

ことができているかというと、そこまでは行けていない状況です。今後、そういったところにもどう

使えるかというところを考えていかなければいけないと思います。また、お伝えできるようになって

きたら、この場でも共有したいと思っているところです。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。意欲的な取組だと思いますので、またぜひ進捗を教えていただければと思

います。では、診療体制部会について何かご意見、ご発言ある方おられましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。この部会は年間でやることが固まっていて、各圏域で、それぞれ取組が進んで

いると思いますので、また引き続きぜひお願いしたいと思います。 

では、これで協議１を終了いたしまして、次に、報告事項に移りたいと思います。 

長野県発達障がい情報・支援センターの取組についてということで、宮内副センター長よりお願い

いたします。 
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（２） 報告事項 

 【長野県発達障がい情報・支援センターの取組】 

（宮内副センター長） 

 よろしくお願いします。毎年ここでご報告させていただいておりますが、11月末のところまでの報

告をさせていただきます。 

令和７年度、新たな取組としましては、発達障がい支援のための資源ハンドブックの改訂に取り組

んでおります。第５版ということで、進捗は順調に進んでおりまして、３月末に完成予定です。４月

以降にホームページに掲載していく予定です。多少印刷物もできるかなと思いますが、基本はホーム

ページに上げていきたいと思っております。調査対象ですけれども、市町村の発達障がいの相談窓

口、家族会・当事者会等、それから医療機関の調査数とすると 562 件、小児科・精神科・心療内科等

ということで、発達障がいに関しての情報を上げていただいた医療について掲載していく予定です。 

もう１つの取組としましては、発達障がい情報・支援センターへかかってくる相談ですとか、就労

関係や成人の相談が多いということから、成人の方の生活・就労支援について強化しました。ニュー

ロダイバーシティ推進員という方を２名、兼務ということで配置させていただきました。発達障がい

サポート・マネージャーも発達障がい情報・支援センターの兼務職員ですが、そこに加えてニューロ

ダイバーシティ推進員２名を兼務ということで、一緒にやらせていただきました。若者の職場定着に

向けてということで取組を始めましたけれども、県下に２名しかおりませんので、「何からしていく

か」というようなことを検討しながら、今年度は２人で県下 30社、訪問させていただきました。ニュ

ーロダイバーシティというようなことについて、各現場の課題等を拾い集めているような現状です。

来年度に向けてどう進めていくか検討していますが、30 社は回ることができて、少し共通した課題も

見えてきたかなという状況です。働きづらいと思っていたりする若者の就労定着ということで、それ

を進めるためには、周囲の方たちにも発達障がいを理解していただきたいということ、それから環境

調整をどんな風にするのかということで、研修等を進めていけたらいいかなという見通しでおりま

す。 

発達障がい情報・支援センターの役割というところでは、リハビリテーションセンターの４つの課

題についてまとめており、毎年まとめていますので、見ていただければと思います。 

電話対応ですが、11 月末で 93件ということで、一昨年度・昨年度と比較すると約半数に減っており

ます。様々な啓発が進んだり、ホームページも充実したり、何よりも地域の支援力がアップしたおか

げで、こちらに電話がかかってきていないと理解したいと思っています。根拠はありません。相変わ

らず、成人とか当事者・保護者・家族というところからのご相談が多い現状ではあります。 

教育研修・技術指導援助というところでは、市町村発達障がい支援担当者連絡会というのをセンタ

ーが受託してから３年間やってまいりました。今年も行い、県下各地から 132 名に参加していただき

ました。各市町村でかなり Q-SACCS を作っていただいていますので、講義の後、グループワークとい

う形で、いくつかの市町村に発表していただき、参加者の皆さんは聞きたいところへ行って説明を聞

いたり、本当に熱心な研修会になりました。 

１つの成果としましては、Q-SACCS から地域ケアパスということで、本田先生が研究されてきたとこ

ろですが、全国に先駆けて伊那市で地域ケアパスというものが作成されました。伊那市のホームペー

ジにも載っていますので、細かく見ていただければと思いますが、Q-SACCS からこういうものを市町村
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で作る、地域で配布されたり「こんな支援ができますよ」というようなパッケージができあがった、

というところです。 

発達障がい児者における医療と教育と福祉の合同研修会は、センター受託前から行ってまいりまし

たが、通算９回目ということで、参集形とオンデマンド型で行われました。オンデマンドは 509 名の

視聴です。 

発達障がい支援者研修会は２回行い、１回目は広く支援者向けで、加藤潔先生に北海道から来てい

ただき、「困難事例に出くわしたらどうするか。」という講演をしていただきました。会場 77 名、オン

デマンド 425 名でした。 

もう１つは就労関係で、精神保健福祉センターと共催で行いました。黒川伊保子先生に「なぜあな

たの言葉は伝わらないのか。」というテーマで講演いただきました。ニューロダイバーシティ推進員も

ここで取組を発表しました。 

継続して行ってきた、アセスメントから支援ということで、K-ABCⅡ、読み書きに関するアセスメン

ト、生活支援系の研修、WISC-Ⅴなどの研修会を実施し、まずは検査法の確認をしようということで２

年間やってまいりました。数字は今年の人数ですが、昨年も同数の方が来られました。K-ABCⅡは、

150 名以上の方に検査法を学んでいただきました。来年度は、今日課題に挙がったようなところへ方向

づけていければと思います。 

 発達障がいサポート・マネージャーには、兼務で、毎月１回来所していただき、連絡会を 63 回行い

ました。各部会の進捗、課題を反映しています。 

また、各地への研修会や会議では、本田先生、新美先生、永春先生、宮内が出向き、延べ 76回、

3,876 人へ直接お話をしました。 

ステップアップ研修は、発達障がいサポート・マネージャーへの登竜門という形で 37 名参加、登録

34 名となっております。 

啓発ではホームページが、令和５年６月開設以来、ユーザー数７万 4000 ユーザーということで確実

に増えています。サポーター養成講座は実施 10回と減りましたが、新しくなりましたので来年度は増

やしたいと思います。４月には本田先生が高校生と対談した動画が 7,000 回再生を超えました。 

各地の啓発週間で、善光寺が青くライトアップされたり、真田幸村像のところでアルクマが登場し

たりなど、いろんな取組があり、写真を掲載させていただきました。来年度４月２日〜８日も、計画

があるのでセンターのホームページにアップしたいと思います。 

 今日、この後、長野地域で診療地域連絡会が行われ、これで全圏域で開催されたことになります。 

支援者の連携が定例会のように取れるようになってきていると感じます。動画ライブラリーを今年度

も作りました。教えて本田先生 Vol.６、高橋先生の合理的配慮説明動画、日戸先生の動画もアップ予

定です。 

来年度の展望としては、市町村発達障がい担当者連絡会は継続し、Q-SACCS は各地で情報共有できる

ようになったので、県下全体で共有していきたい話題や情報や各地の実践の共有を行っていきたいと

思います。 

アセスメントチームは、検査法から支援法へ、人材育成につながる形で継続します。研修も資料に

記載のとおり予定しています。 

ニューロダイバーシティ推進員は、２年目として、社内研修や就労支援を進めていきます。 

動画ライブラリーは二次元コードで共有しますので、委員の皆さんにも広めていただきたいです。
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以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。今のご報告について何かご質問やご意見がありましたらご発言いただけれ

ばと思いますがいかがでしょうか。合理的配慮の動画の話題が出ましたが、高橋部会長、何かコメン

トありますでしょうか。 

 

（高橋連携・支援部会長） 

 最後のひと言みたいな話にもなるかなと思うんですけど、合理的配慮の動画が公開できてよかった

なというか、ご協力ありがとうございました。やはり、一般の社会における合理的配慮という言葉の

理解というのが、全然広がらないなというのは、去年も話をしたんですけど、引き続き同じような感

覚を持っています。少しでもそれが広がるといいなということとか、あとメディアとかでも取り上げ

てくれるといいなと思っているところです。以上です。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございます。よろしいでしょうか。では、特に無いようですので、次のその他に移りた

いと思います。今年度の最後の会ということで、委員の皆様から一言ずつ、今年度の感想をいただき

たいと思います。 

 稲葉先生から名簿順でお願いします。今、田中委員が退出されたので、田中委員のところは飛ばさ

せいただきますけれども、そのような順番でお願いしたいと思います。 

では稲葉部会長からよろしくお願いします。 

 

（３）その他 

（稲葉診療体制部会長） 

今年度いろいろお世話になりました。診療体制部会については先ほど申し上げたとおりで大きなテ

ーマはあまり変わらずやっているところですが、他の部会の皆さんの活動を聞いて、本当に進化して

いるなというのをとても実感したところです。またそういったところを診療の現場や病院等でも取り

入れなければいけないところもあるなと感じたところです。また引き続き勉強させていただきたいと

思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。新保部会長、お願いします。 

 

（新保普及啓発部会長） 

皆さんいろいろありがとうございました。稲葉先生がおっしゃったようにやはり刺激になるなと思

います。これだけ各部会が動いてるというのはすごいですね。 

ちょっと言い忘れたんですが、先ほどのコミュニケーションシート、実は私、場面緘黙のお子さん

との最初の対面のときに使って、何となくしゃべってくれるんだということが分かりました。だか

ら、きっかけ作りで使ってとても良かったです。こういう使えるツールができてくるっていうのは、

かんもく 
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長野県の財産になってくるし、本当の意味で啓発になってくるんじゃないかなと思っています。 

皆さんとまた勉強できればと思います。また１年よろしくお願いします。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。高橋部会長、よろしくお願いします。 

 

（高橋連携・支援部会長） 

全体としても取組が進んでいく中で、また発達障がいの理解が広まると同時に、支援のあり方みた

いな話になったときに、せっかくなので、先ほどの話をもう少しすると、合理的配慮というのは、支

援者だけが知ってればいいっていう話ではなくて、むしろ社会全体が知っていないと利用がそもそも

できないというところもあり、もっと広まってほしいなと思いますし、そういったことにこの協議会

が少し貢献できるようなところがあればいいなと思っているところです。 

 

（本田会長） 

ありがとうございました。宮尾部会長、お願いします。 

 

（宮尾自立・就業部会長） 

ありがとうございました。改めて、発達障がいの方々への支援についてのテーマというのは、部会

の垣根を越えてひとつながりなんだということを実感させていただきました。各部会の発表、部会

員、協力部会員の方々にもご紹介いただきまして、ありがとうございました。 

また、シートにつきまして、新保さんからもお話がありましたが、柳澤委員からもご質問いただい

た部分につきましては、ぜひ今後の議論に活かしていきたいと思います。 

今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

（本田会長） 

ありがとうございました。宮林委員、お願いします。 

 

（宮林委員） 

 唯一の開業医という存在で、やはり日常の診療に流されて、ブラッシュアップが全然できていない

なという危機感は常にあります。信大の講座も、ずっと聴講生のまま、本田先生のお話を聞いたりし

ていますが。実は、サポーター養成講座に何回か行ってみたいと思っていたんですが、場所的なも

の、時間的なものがどうしても合わなくて、ちょっと二の足を踏んでおります。テキストだけいただ

くわけにはいかないので、何とかそこから始めていくように努力はしたいと思います。多分、少し時

間とかそのあたりを工夫すると、気になっている人はいるかもしれないので、声をかけてみようと思

いますし、参加できる形があればいいなと思います。よろしくお願いします。ありがとうございまし

た。 

 

（本田会長） 

 ありがとうございました。守屋委員、お願いします。 
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（守屋委員） 

今年度部会の方に参加させていただいて、私がおかしいなとか、困ったなと思っていることは皆さ

んもやはり困っていて、今日、困っているところを共有できてよかったなと思っています。これから

また、発達障がいのあるお子さんとか、保育の方とかと話をするときにしっかりわかりやすく話せる

ようにやっていきたいと思いました。ありがとうございました。 

 

（本田会長） 

ありがとうございました。小林千里委員、お願いします。 

 

（小林千里委員） 

今日、他の部会のお話も聞いていて、サポーター養成講座とか、プラスの意味での自己理解ができ

ていくようなコミュニケーションツールだとか、そういったところは本当に大事だと思いながら話を

伺っていました。個人的には、いろんな人に１番呼びかけられるタイミングはどこだろうとずっと考

えていましたが、小学校だと、１番時間が取れるのが、来入児の保護者会だと思います。そこだと全

員に向けて話せるので、今年はチャンスをいただいたので、お時間を少しいただいて合理的配慮のこ

とも含めて、ユニバーサルデザインとか、特別支援教育の今の感覚はこういうものなんだよという話

をさせてもらいました。どのくらい響くかわからないんですが、みんなに必要なことだよねという理

解が、そういったところから、少しずつ広がっていけばいいなという思いでやっています。また来年

度もよろしくお願いします。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。牛山委員、お願いします。 

 

（牛山委員） 

ありがとうございました。やはりサポーター養成講座を一生懸命皆さんと一緒に作らせていただい

たので、保護者会で勉強したいなと思っています。またこれからもよろしくお願いいたします。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。鋤柄委員、お願いします。 

 

（鋤柄委員） 

先ほど、民生委員さんに話してみたいって伝えましたが、サポーター養成講座のテキストを使っ

て、過去に学校の先生たちに話をしたときは、めちゃくちゃ緊張して話したんですけど、最近、先生

からの相談をいっぱい受けているので、何かこれがきっかけにならないかななんて思っています。１

年間ありがとうございました。お世話になりました。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。上條委員、お願いします。 



23 

 

 

（上條委員） 

本日はありがとうございました。今日、他の部会のお話も聞けて普段関わる乳幼児期だったり学齢

期以外のところも詳しく取組を知れて、大変勉強になりました。私自身も話題になっていた検査前後

の相談にのる件数もだいぶ増えてきて、皆さんのおっしゃるような課題とかそういったところもすご

く感じます。同じように感じることが多い１年でしたので、またうまくいった事例ですとかそういっ

たところも共有しながら、今後もやっていけたらと思っております。今後ともよろしくお願いしま

す。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。小林美由紀委員、お願いします。 

 

（小林美由紀委員） 

１年間ありがとうございました。ちょうど来週の月曜日に、長野県の高校入試の前期がある関係も

あると思うんですけど、今日午前中、中 1のお母さんと面談していたら、この動画ライブラリーの高

橋知音先生の合理的配慮を、「今、見てから来ました。」というお母さんがいらして、すごく広まって

いるんだなと思っています。私が見ていなかったので、ちゃんと見なければと思いました。 

それと、刑務所に行っているんですけど、刑務所の中は別に合理的配慮っていう言葉を使わずに配

慮していることがすごくあって、実は合理的配慮ってきちんと必要なところでは、やはりできること

もあるんだなと思ったので、自分でもしっかりとやっていきたいなと改めて思いました。ありがとう

ございました。 

 

（本田会長） 

ありがとうございました。柳澤委員、お願いします。 

 

（柳澤委員） 

１年間ありがとうございました。とても勉強になっています。サポーター養成講座もどんどん利用

していただけるとありがたいなと思います。ありがとうございました。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。佐々木委員、お願いします。 

 

（佐々木委員） 

ありがとうございました。普段、塀の中にいると、地域にどんな方がいるか、どんなものがあるか

というのが、なかなか目が向きにくいところがあったんですけど、部会での検討はもちろん、他の部

会の中での話も含めて、本当にいろいろなことが繋がるっていうところがたくさんあるとわかって、

とても学びになりました。私も非行と発達障がいみたいなところで、学校とか、保護司さんとか、県

警の方とか話すことがあるので、もっと啓発していきたいと思いました。来年度もまたよろしくお願

いします。ありがとうございました。 
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（本田会長） 

ありがとうございました。影沢委員、お願いします。 

 

（影沢委員） 

 ありがとうございました。ちょっと聞いていただきたいことがあります。いつも部会の前に、利用

者さんに何かご意見をいただいたりしているんですけど、最近、「主治医の先生との意思疎通が困って

います。」っていう方が多いです。自立・就業部会では、ご本人さんとのコミュニケーションツールと

いうのを作ったので、主治医の先生と患者さんの何かコミュニケーションツールみたいな何かがある

といいのかなと思っています。医療同行をさせてもらうこともあるんですが、先生によっては、「い

や、それはうちでやるからいい。」といって、完全に拒否されることもあります。当事者の方が困って

いるということを、最後にお伝えしたいことでした。ありがとうございました。以上です。 

 

（本田会長） 

ありがとうございます。すみません。誰に対するコミュニケーションツールとおっしゃいました

か。 

 

（影沢委員） 

主治医とですね。受診のときには今の自分の状況をなんかうまく伝えられないみたいです。二次障

がいの方ですね。鬱っぽいとか。そういったところをうまく伝えられなくて困っていらっしゃる方が

います。 

 

（本田会長） 

わかりました。ありがとうございます。患者さん、当事者の方ですね。 

最後に私からですけれど、いろんな側面からそれぞれの部会で議論していただいてるので、こうい

う全体会で他の部会の状況を聞きながら皆さんがバランスよく発達障がいのいろんな状況を理解しな

がら次に何をやるかっていうことが考えられるのが、良い効果を受けるのかなと思いました。これま

で、この協議会はどうしても子ども中心の議論になりがちだったのが、だんだん成人期の方に移って

きて、自立・就業部会というのができました。けれどもやはり、始めはすごく試行錯誤を重ねながら

進めてきて、今年度は非常に形になっているなということを感じましたし、診療体制部会でも成人期

の精神科の先生に協力部会員で、オブザーバーとして入っていただいたり、いろんな形で新しい方向

に進んでるということに感謝しています。 

あと、サポーター養成講座やペアレント・メンターのことというのは、おそらくこの協議会が始ま

って、当初に議論されて作られてきたものだったのですけれども、それのバージョンアップというこ

とを試みられたりということで非常にバランスよく、様々な側面で議論が進んでいるということを感

じた会だったと思います。また引き続き、来年度も皆さんと一緒に会議が進められることを楽しみに

しています。どうもありがとうございました。 

では、予定されていた会議事項全て終了いたしましたので、事務局に進行をお戻しいたします。よ

ろしくお願いします。 
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４ 閉会 

（大日向青少年指導主事） 

本田会長、進行ありがとうございました。閉会にあたり、次世代サポート課長馬場武親よりご挨拶

を申し上げます。 

 

（馬場次世代サポート課長） 

 本田会長はじめ委員の皆様、本日はお忙しい中ご参加いただきまして誠にありがとうございまし

た。 

各部会、それからセンターの今年度の成果をお聞きしまして、本当に大変なご努力があったと感じ

ました。今年度のご尽力に、改めて感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

また、今年度の取組の報告をもとに、委員の皆様から、今後の取組の方向性などについて、様々な

アイディアをいただきまして、より深い議論ができたと考えております。議論をお聞きしまして、ま

だまだやらなければいけない課題があることが分かり、その課題も複雑化・高度化する中で、本当に

難しい対応が求められると考えております。 

次世代サポート課でも、コーディネート役として、予算面とか、そういったところをサポートして

いきたいと思っておりますが、協議会の取組、様々いいものができていると思っておりますので、社

会、県民の皆さんに知っていただくためのサポートもしていきたいと考えております。 

本日お集まりの皆様には、それぞれの立場から、また引き続きお力をいただいて、発達障がいのあ

る方やご家族への支援がより一層充実されるように、引き続きご協力いただけますよう、よろしくお

願いしたいと思います。 

少し早いですが、１年間本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

（大日向青少年指導主事） 

 事務局から３点連絡がございます。 

 １点目です。本日の感想等ございましたら、１週間ほど目処にメールにて次世代サポート課までお

知らせください。 

 ２点目です。議事録は作成次第、委員の皆様にお送りし、確認をしたいただいた後に、ホームペー

ジ上に掲載いたします。ご協力お願いいたします。 

３点目です。来年度の日程について、部会については現在調整中でございますが、本会については

第１回目は７月 16日の木曜日、松本市に参集で行いたいと思います。また、第２回目は令和９年２月

４日木曜日、オンラインでの開催を予定しています。ご予定に入れていただきますと幸いです。 

 以上をもちまして、令和７年度第２回長野県発達障がい者支援対策協議会を終了いたします。 

 皆様、１年間ありがとうございました。 


